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たしました。 

 次に、日程第10、議案第65号 長井市医療給

付事業に関する条例の一部を改正する条例の制

定についての１件について、厚生委員長の報告

は原案可決であります。 

 厚生委員長報告のとおり決するにご異議ござ

いませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○小関勝助議長 ご異議なしと認めます。よって、

議案第65号は、厚生委員長報告のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第11、議案第66号 長井市後期高

齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の

制定についての１件について、厚生委員長の報

告は、原案可決であります。 

 厚生委員長報告のとおり決するにご異議ござ

いませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○小関勝助議長 ご異議なしと認めます。よって、

議案第66号は、厚生委員長報告のとおり決定い

たしました。 

 

 

 産業・建設常任委員会審査報告 

 

 

○小関勝助議長 次に、産業・建設常任委員会の

審査の報告を求めます。 

 町田義昭委員長。 

  （町田義昭産業・建設常任委員長登壇） 

○町田義昭産業・建設常任委員長 おはようござ

います。平成25年第６回市議会定例会において

産業・建設常任委員会に付託になりました議案

２件、請願１件について、審査いたしました経

過と結果についてご報告申し上げます。 

 本委員会は、会議日程に従い、去る９月17日

に開催し、委員全員出席のもと、紹介議員、当

局関係者の出席を求め、審査いたしております。

なお、議案の当該箇所につきましては、現地踏

査をいたしましたことを申し添えます。 

 それでは、議案第59号 除雪作業中における

車両事故に係る損害賠償の額の決定について申

し上げます。 

 本案は、除雪作業中における車両事故に係る

損害賠償の額を決定するため、地方自治法第96

条第１項第13号の規定により提案されたもので

ございます。 

 審査に当たり、建設課長からは、回転灯を点

灯し、除雪作業を行っている除雪車を緊急車両

として扱うかの見解が分かれ、市の保険代理店

である公益社団法人全国市有物件災害共済会と

相手方の保険代理店の主張する過失割合が折り

合わず、第三者機関の裁定をもとに、市80％、

相手方20％の案が示された。相手方の20％負担

分は、修理工場のご厚意により修理工場が負担

する方向で相手方と話が進み、解決までに１年

７カ月を要しました。解決が遅れた原因は、保

険代理店に全て対応を任せたことにあり、今後

は、市が積極的にかかわりを持ち、相手方に丁

寧に説明を行いながら対応に当たりたいとの説

明を受けたところでございます。 

 質疑に入り、委員からは、１年半以上長引い

た原因は、初動の対応が悪かったことに加え、

保険代理店に全て任せたことだと思うが、保険

代理店は、現場を見たり、相手方から直接話を

聞くなど誠意ある対応をしていたのかと質疑が

なされ、建設課長からは、交渉は専門的な保険

代理店が行うことになるが、保険代理店と市の

担当者との連絡確認をしっかり行う必要があっ

たと反省している。保険代理店との直接のやり

とりは財政課で行っており、財政課と連携を密

にして対応することが必要であった。修理工場

には全く連絡がなく、修理工場に対する丁寧な

説明が不足していたと考えているとの答弁を受

けたところであります。 

 さらに、委員からは、実質的に20％の開きが
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あるが、修理工場のご厚意により示談の運びに

なると理解していいのか、また、今後の再発防

止に向けて対策を講じているのかとの質疑がな

され、建設課長からは、詳しい経緯の報告文書

を市の保険代理店が相手方に送付し、示談の準

備をしている。再発防止策については、除雪協

議会総会等で、安全意識を高めるとともに、事

故を回避する具体的な取り決めをしっかり行っ

ていきたいとの答弁を受けたところであります。 

 また、委員からは、示談に至ったので、議案

が提出されたと理解しているが、示談は成立し

ているのかとの質疑がなされ、建設課長からは、

条件が２つあり、議会での正確な説明と、市の

保険代理店が詳しい経緯の報告文書を出すよう

相手方に求められているとの答弁を受けたとこ

ろであります。 

 さらに、委員からは、今の段階では、この議

案の議論はできない、相手方の承諾を得てから

審査するべきではないかとの質疑がなされ、休

憩を挟み、建設課長からは、休憩中に示談の条

件である２点について相手方に説明し、後日、

示談に応じるとの返答をいただいたとの答弁を

受けたところであります。 

 さらに、委員からは、それぞれの担当がどう

対応するのか、業者を含めて明確にしていく必

要があると考えているが、どうかとの質疑がな

され、建設課長からは、建設課と財政課で所管

を明確にして対応していきたい。初動の対応も

含め、今後、改めて職員に適切に指導していか

なければならないと考えているとの答弁を受け

たところであります。 

 採決の結果、議案第59号は、全員一致で原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第60号 市道路線の認定について

申し上げます。 

 本案は、民間の宅地開発による１路線及び、

かつて民間により宅地開発され、既に公衆用道

路として使用されている３路線について、道路

法第８条第２項の規定により市道路線の認定を

行うため、提案されたものであります。 

 質疑に入り、委員からは、建設業者が舘西線

に設置した消雪設備は市道認定後に市で管理す

ることになるのか、また、維持管理はどうなる

かとの質疑がなされ、建設課長からは、消雪設

備は市で管理し、電気代も市で負担していきた

いと考えているとの答弁を受けたところであり

ます。 

 また、委員からは、今泉駅前１号線は行きど

まりの状態であり、回転広場を設けることが市

道認定の要件になっていたと思うが、今泉駅前

２号線、３号線は通り抜けができるので、回転

広場がなくても市道に認定できると理解してよ

いのかとの質疑がなされ、建設課長からは、そ

のように判断しているとの答弁を受けたところ

であります。 

 さらに、委員からは、今泉駅前２号線、３号

線の先は民間の土地と理解しているが、通行に

係る明文化したものが必要だと思うが、文書は

交わしているのかとの質疑がなされ、建設課長

からは、明文化したものはないので、今後、市

道認定後に協議をしていきたいとの答弁を受け

たところであります。 

 また、委員からは、市道認定の要件を満たせ

ば、おおむね認定になると思うが、消雪に関し

ては無制限に認めていいのか心配している。今

後の考え方はあるかとの質疑がなされ、建設課

長からは、市道認定の要件を満たしていれば、

今後も認定していきたいと考えている。消雪施

設については、今のところ制限する条例等がな

いので制限は難しいと思うが、まち・住まい整

備課が実施する地下水位調査の結果を市民にお

知らせして、今後の対応を考えていかなければ

ならないとの答弁を受けたところであります。 

 採決の結果、議案第60号は、全員一致で原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、請願第４号 ＴＰＰ交渉に関する件に
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ついてご説明申し上げます。 

 本請願は、山形おきたま農業協同組合経営管

理委員会会長、木村敏和氏及び山形おきたま農

業農政対策本部本部長、木村敏和氏より提出さ

れたものであります。 

 本請願の趣旨とするところは、国民、地方議

会の多くがＴＰＰ交渉参加に反対する中で、平

成25年７月から日本はＴＰＰ交渉に参加した。

国益を守り、国民の不安や懸念を払拭して交渉

に臨むとしているが、現状では、交渉内容を公

表しないまま秘密裏に進んでいる。ＴＰＰは、

食の安全・安心、医療、保険、投資家・国家訴

訟ＩＳＤ条項など、国民生活に直結し、国家の

主権を揺るがしかねない重大な問題を含むばか

りでなく、農業に壊滅的な影響を与えると危惧

されることから、農林水産分野の重要５品目な

どの聖域を確保するとともに、ＴＰＰ交渉につ

いて十分な情報開示を行い、幅広く国民的議論

を行う措置を求める意見書を政府に提出するよ

う求めるものであります。 

 質疑に入り、委員からは、随分トーンダウン

しているが、農林水産分野の重要５品目は交渉

から外すよう政府に迫るものと理解してよいの

かとの質疑がなされ、紹介議員からは、農協グ

ループはＴＰＰ交渉参加に反対という立場で運

動を展開してきた。これまでの政府の交渉内容

を精査し、今回の請願に至ったものと思う。今

の段階で政府に申し入れする条件と捉えている

との答弁を受けたところであります。 

 また、委員からは、農協グループは、今まで

の絶対反対から現実的な対応に方向転換し、５

品目の聖域が守られればＴＰＰは容認するとい

う条件闘争に入ったということなのかとの質疑

がなされ、紹介議員からは、方向転換のことは

承知していない。ＴＰＰに反対してきた立場か

ら、５品目だけ守ればいいという問題では決し

てないと思う。国民の判断を求めるためにも、

この請願は一つの段階として考えていただきた

い。これまでの交渉経過の中で、問題点の情報

開示を求めることが請願の主眼だと捉えている

との答弁を受けたところであります。 

 討論に入り、委員からは、何も言わないのは、

ＴＰＰを容認することにつながっていくと思う。

ＴＰＰ交渉の最終的な判断の時期を迎えている

中で、５品目が守られればよいという狭い範囲

のものではない農協の立場をきちっと線引きし

たと積極的に捉えて、これを早急に政府に求め

ることが請願者の趣旨を生かすことになると判

断するので、この請願に賛成するとの意見が出

されたところであります。 

 採決の結果、本請願は、全員一致で採択すべ

きものと決定いたしました。 

 なお、後刻、意見書を提出させていただきま

すので、よろしくご賛同賜りますようお願い申

し上げ、以上で、産業・建設常任委員会に付託

になりました案件審査の報告を終わります。 

○小関勝助議長 委員長の報告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○小関勝助議長 質疑もないので、質疑を終結し

ます。 

 それでは、日程第12、議案第59号 除雪作業

中における車両事故に係る損害賠償の額の決定

について及び日程第13、議案第60号 市道路線

の認定についての２件について、討論の通告が

ありませんので、討論を終結し、順次採決いた

します。 

 まず、日程第12、議案第59号 除雪作業中に

おける車両事故に係る損害賠償の額の決定につ

いての１件について、産業・建設委員長の報告

は、原案可決であります。 

 産業・建設委員長の報告のとおり決するに賛

成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○小関勝助議長 起立全員であります。よって、
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議案第59号は、産業・建設委員長報告のとおり

決定いたしました。 

 次に、日程第13、議案第60号 市道路線の認

定についての１件について、産業・建設委員長

の報告は、原案可決であります。 

 産業・建設委員長の報告のとおり決するに賛

成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○小関勝助議長 起立全員であります。よって、

議案第60号は、産業・建設委員長報告のとおり

決定いたしました。 

 次に、日程第14、請願第４号 ＴＰＰ交渉に

関する件についての１件について、討論の通告

がありますので、発言を許可します。 

 議席番号５番、小関秀一議員。 

  （５番小関秀一議員登壇） 

○５番 小関秀一議員 おはようございます。本

議会に提出されました請願第４号 ＴＰＰ交渉

に関する件についてに、賛成する立場で討論を

させていただきます。 

 きょうも大変秋晴れの爽やかな天気が続いて

おります。農家にとっては、収穫作業真っ最中

ということで、昨年、ことしと、ほぼ豊作の年

ということもありまして、１つは、米の値段の

不安、そしてもう一つは、ＴＰＰ等で将来の先

行きが見えない不安、大きな不安を抱えながら

農作業が進んでいるというふうに、残念な経過

だなというふうに思っております。 

 さて、今回の請願について、かねてより、

2010年の10月、旧政権、菅政権から突如ＴＰＰ

参加交渉表明以来、るるさまざまな議論が重ね

てられてきました。そして安倍政権下において

も、自民党の公約でありました、交渉はかち取

る、聖域は守る、国益は守る、約束を守れなか

ったら席を立ってでも帰ってくるというふうな

立場を選挙の中でも掲げられ、そして７月、交

渉参加に入りました。かねてより船に乗り遅れ

るなというふうな言い回しでスタートしたＴＰ

Ｐの課題については、今は、先行きの見えない

船に乗るようなものだというふうに大きな不安

を国民が抱いております。安倍首相とオバマ大

統領の日米共同声明では、全品目を交渉対象と

して高い水準の協定を目指すという既に声明が

出されております。つまり関税部門については、

関税撤廃に例外はないというふうに双方が確認

したというふうに伝えられております。８月下

旬までのブルネイでの交渉会合、そしてこれか

ら行われる10月以降のＡＰＥＣでの首脳会合等

での交渉の行方が国民生活に大きな不安を現在

与えております。 

 こうしたＴＰＰについては、当初、農業分野

のさまざまな、これまでのガット・ウルグア

イ・ラウンドやＷＴＯの課題、さらには、多国

籍間では到底合意がなされないということで、

２国間同士のＦＴＡや経済連携協定、ＥＰＡな

どで進められてきた貿易協定の経過の中で、

2006年３月から、ニュージーランド、シンガポ

ール、チリ、ブルネイの４カ国で始まったＴＰ

Ｐの協定に最後は日本も交渉参加を表明し、現

在に至っているものであります。しかし、報道

されている限りでありますと、ＴＰＰについて

は、国民生活全体の生活にかかわる、さまざま

な分野での影響を及ぼす協定であることがよう

やく国民の中に伝わっております。だからこそ

徹底した国民の議論と納得が不可欠なのだとい

うふうに私は思っております。 

 今回の請願にもあります重要５品目堅持等が

守られればＴＰＰについては容認という立場は、

農協グループについても決してそのような認識

を持ってないということについては、今までか

つて議会に請願を出され、議会も意見書を関係

機関に２回提出をしてきた地方の声としての立

場も変わってはおりません。現在の交渉会合で

のＴＰＰの問題や懸念される課題については、

日々報道されており、参議院選終了後、マスコ

ミ等ではさまざまな分野で、特に私は、食品の
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安全基準や知的財産権、国有企業でのさまざま

な入札問題等の規制の課題が心配されるわけで

ありますので、今請願に書かれております情報

開示、これを関係機関に広く求めながら交渉を

見守っていくというふうなことが肝要かという

ふうに思いますので、今請願については、賛成

の立場で討論をさせていただきますので、何と

ぞご賛同賜りますようお願い申し上げまして、

討論にさせていただきます。 

○小関勝助議長 通告による討論が終わりました。 

 これから採決いたします。 

 請願第４号について、産業・建設委員長の報

告は、採択であります。 

 産業・建設委員長報告のとおり決するに賛成

の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○小関勝助議長 起立全員であります。よって、

請願第４号は、産業・建設委員長報告のとおり

決定いたしました。 

 

 

 予算特別委員会審査報告 

 

 

○小関勝助議長 次に、予算特別委員会の審査の

報告を求めます。 

 大道寺 信委員長。 

  （大道寺 信予算特別委員長登壇） 

○大道寺 信予算特別委員長 平成25年第６回市

議会定例会において、予算特別委員会に付託に

なりました議案第67号 平成25年度長井市一般

会計補正予算第５号をはじめ、特別会計補正予

算６件、水道事業会計補正予算１件の平成25年

度補正予算案８件について、審査いたしました

経過と結果についてご報告申し上げます。 

 予算特別委員会は、会議日程に従い、９月24

日、25日の２日間にわたり審査が行われたとこ

ろであります。 

 審査に当たっては、各会計補正予算の概要に

ついて担当課長より説明を受けた後、６名の委

員の総括質疑が行われ、終了後に細部審査を行

ったところでありますが、その経過につきまし

ては、議長を除く全員で構成する委員会であり

ますので、後刻、会議録によりご承知ください

ますようにお願い申し上げ、審査の結果のみご

報告申し上げます。 

 議案第67号 平成25年度長井市一般会計補正

予算第５号につきましては、蒲生光男委員ほか

２名から修正案が提出されましたので、提出さ

れた修正案について提案者から説明を受けた後、

質疑、討論を行い、採決の結果、賛成少数で修

正案は否決されました。続いて、修正案が否決

されましたので、原案について採決を行い、賛

成多数で可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第68号 平成25年度長井市公共下

水道事業特別会計補正予算第１号、議案第69号 

平成25年度長井市山形鉄道運営助成事業特別会

計補正予算第１号、議案第70号 平成25年度長

井市農業集落排水事業特別会計補正予算第１号、

議案第71号 平成25年度長井市訪問看護事業特

別会計補正予算第１号、議案第72号 平成25年

度長井市介護保険特別会計補正予算第１号、議

案第73号 平成25年度長井市浄化槽事業特別会

計補正予算第１号並びに議案第74号 平成25年

度長井市水道事業会計補正予算第１号の補正予

算７件につきましては、いずれも全員一致で可

決すべきものと決定いたしました。 

 以上が審査の結果でありますが、当局におか

れましては、審査の過程で委員各位より出され

ました質疑、意見等については、十分に意を用

いられ、事務の執行に当たられますよう申し上

げ、予算特別委員会の審査の報告を終わります。 

○小関勝助議長 委員長の報告が終わりました。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 




